
	 The UCLA Toganoo collection consist of Buddhist texts collected by scholar of 

Shingon Buddhism Toganoo Shōun 栂尾祥雲 (1881〜1953) who had held positions 

of director of Kōyasan University Library, president of Kōyasan University 

and The Institute of Esoteric Buddhism. The collection is made of pre-modern 

Japanese esoteric Buddhism texts and books published after 1868. 

	 Dean of The Department of Oriental Languages of UCLA, Enshō Ashikaga 

足利演正 took the lead in purchasing the collection from 1962 to 1963 through 

Shōzui 祥瑞, son of Shōun. The department needed to improve Buddhist texts in 

Oriental Library at that time for the establishment of a course on Buddhism. 

66 texts selected among around 110 pre-modern Japanese texts are published 

in a facsimile edition, Toganoo Collection Kenmitsu Tenseki Monjō Shūsei, 

published by Hirakawa Shuppansha. 

	 However, the compilers of the facsimile edition had not take any notice 

about the collectors seal and signatures of ownership on covers of the 

woodblock printed books and manuscripts of the whole collection. That 

valuable bibliographical information is also omitted in the Catalog of Rare 

Japanese Materials at the University of California, Los Angeles compiled by 

Jun Suzuki and Mihoko Miki and published by Tosui Shobō in 2000. 

	 My research for 10 days in East Asian Library in this year revealed 

that the collection contains a lot of information about the formation, the 

accumulation, and the utilization of Buddhist texts in temples in pre-modern 

Japan. Above all, collectors seal and signature of Kakujōin 覚城院 in Mitoyo 

Research on the Toganoo collection
– from the perspective of the materials previously kept in the Kakujō-in
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city, where Shōun served as chief priest, and temples located in neighboring 

city show a relation with Kazumaro Nakayama 中山一麿 as a representative 

conducts “Protection and maintenance of library in Kakujōin for basic 

research”. 

	 The collection contains several texts formerly owned by Kakujōin like 

Daibirushana jōbutsu kyō sho 大毘盧遮那成仏經疏, whereas collector seal of 

Ishana-in, located in same city, appear on the first page of the text. It is also 

confirmed that ownership seals and signatures of Honzanji 本山寺, Konkōji 

金光寺 in the same Mitoyo city, Hōzenji 宝善寺 in Sanuki city, Sairenji 西蓮

寺in Shikokuchūō city Ehime Prefecture, Jippōji 實報寺 in Saijō city、Nariaiji 

成相寺in Miyazu city Kyōto, Hōmanji 宝満寺 in Ayabe city, Eifukuji 叡福寺

in Taishi city Osaka, Enmeiji 延命寺 in Kawachinagano city are marked and 

written down. 

	 Those bibliographical informations reminds us that priests practicing 

Buddhism study used to read the texts come to Shōun’s hands later. 

Signature and seal of Chūdō 仲道 served the chief priest of Kakujōin also appear 

as former owner on the texts. These texts seemed to hand down to shōun 

through study of esoteric Buddhism. 

	 The books published after 1868 also deserves attention as historical 

documents of international relationship of Buddhists in Kōyasan, including an 

autographed volume of a book written by Beatrice Suzuki.
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た
だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、早
稲
田
大
学
大
学
院
生
の
幾
浦
裕
之
と
申
し
ま
す
。
私
は
今
年
（
二
〇
一
七
年
）
四
月
か
ら
、

三
カ
月
間
、訪
問
研
究
生
（V

isiting Graduate Researcher

）
と
し
て
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
所
属
し
ま
し
た
。
柳
井
正
氏
の
ご
寄
付
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
たT

he T
adashi Y

anai Initiative for Globalizing Japanese H
um
anities

の
一
環
で
あ
る
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
‐
Ｗ
ａ
ｓ

ｅ
ｄ
ａ
・
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
東
ア
ジ
ア
図
書
館
で
は
、
日
本
研
究
司
書
の
バ
イ
ア
ロ
ッ
ク
知
子
氏
に
図
書
館
の
利
用
に
あ
た
っ
て
お
世
話
に
な
り
、

今
回
の
古
典
籍
調
査
に
お
い
て
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
ア
ジ
ア
図
書
館
で
は
昨
年
か
ら
、
栂
尾
祥
雲
と
い
う
仏
教
学
者
の
旧

蔵
書
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
図
書
館
内
の
会
議
室
で
一
度
に
ひ
ろ
げ
て
ま
と
め
て
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
、
本
日
は
発
表
い
た
し
ま
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
は
約
一
三
〇
〇
点
の
古
典
籍
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
う
ち
仏
書
に
つ
い
て
は
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
約
一
一
〇
点

の
古
典
籍
が
そ
の
中
核
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
栂
尾
祥
雲
（
一
八
八
一
〜
一
九
五
三
）
の
旧
蔵

書
で
、
古
典
籍
と
近
代
以
降
刊
行
の
、
三
四
二
の
書
名
の
合
計
九
六
八
冊
と
曼
荼
羅
二
巻
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
一
一
〇
点

の
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
書
誌
事
項
に
つ
い
て
ほ
ぼ
悉
皆
調
査
し
、
近
代
以
降
の
書
籍
に
つ
い
て
も
全
体
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究

覚
城
院
旧
蔵
書
の
視
点
か
ら

 

幾イ
ク
ウ
ラ浦　

裕ヒ
ロ
ユ
キ之　
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栂
尾
祥
雲
は
、
密
教
の
印
契
や
真
言
を
西
洋
文
献
学
的
な
方
法
で
考
証
し
、
当
時
は
本
来
公
開
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
事
相
を
公
開

す
る
な
ど
、
先
進
性
と
業
績
で
密
教
研
究
に
一
時
代
を
画
し
た
人
物
で
す
。
高
野
山
大
学
の
初
代
図
書
館
長
と
し
て
蔵
書
の
整
備
に
尽

力
し
ま
し
た
。
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
祥
雲
の
僧
侶
と
し
て
の
修
学
活
動
と
、
仏
教
学
者
と
し
て
の
研
究
活
動
、
人
間
関
係
を
投
影
し

た
も
の
と
い
え
ま
す
。
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
書
誌
学
と
蔵
書
史
の
面
か
ら
考
察
し
ま
す
。

　

研
究
途
中
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
近
年
の
日
本
文
学
の
研
究
動
向
に
関
連
す
る
要
素
に
し
ぼ
っ
て
と
り
あ
げ
ま
す
。
ま
ず
、
近
年
、

海
外
の
図
書
館
や
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
古
典
籍
へ
の
関
心
が
改
め
て
高
ま
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
国
際
共
同
研
究
と
し
て

「
江
戸
時
代
初
期
出
版
と
学
問
の
綜
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ
―
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学　

ア
ジ
ア
中
東
研

究
学
部　

名
誉
教
授
））
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
点
目
に
、
日
本
の
寺
院
史
研
究
に
お
い
て
は
、
各
寺
院
が
所
蔵
す
る
典
籍
、
聖
教
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
個
別
に
進
め

ら
れ
て
い
た
調
査
の
報
告
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
九
月
に
は
慶
應
義
塾
大
学
で
第
一
回
日
本
宗
教
文
献
調
査
学
合
同
研

究
集
会
（
二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
、
二
十
四
日
、
科
研
費
（
基
盤
B
）「
新
義
真
言
系
聖
教
の
形
成
と
教
学
的
交
流
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」（
研
究
代
表
者　

宇
都
宮
啓
吾
（
大
阪
大
谷
大
学
））
主
催
に
よ
る
。）
が
開
催
さ
れ
、
本
研
究
も
、
そ
こ
で
の
パ
ネ
リ
ス
ト

の
一
人
、
大
阪
大
学
の
中
山
一
麿
氏
の
覚
城
院
の
調
査
・
研
究
と
ご
教
示
に
多
く
を
負
っ
て
い
ま
す
。（
九
月
の
合
同
研
究
集
会
で
は
、

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
基
調
講
演　

中
山
一
麿
（
大
阪
大
学
）「
覚
城
院
所
蔵
の
中
世
期
写
本
と
根
来
寺
・
真
福
寺
」
と
し
て
登
壇
さ

れ
ま
し
た
。）

　

三
点
目
に
、
日
本
近
代
の
学
問
・
宗
教
・
研
究
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
再
検
討
が
各
方
面
で
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
井
田
太
郎
・
藤
巻

和
宏
編
『
近
代
学
問
の
起
源
と
編
成
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
一
四
年
）、
大
谷
栄
一
・
吉
永
進
一
・
近
藤
俊
太
郎
編
『
近
代
仏
教
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ　

仏
教
か
ら
み
た
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
』（
法
藏
館
、二
〇
一
六
年
））
な
ど
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、仏
教
の
近
代
化
、
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国
際
化
の
動
き
の
な
か
で
、
栂
尾
祥
雲
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
察
し
ま
す
。

　

祥
雲
に
つ
い
て
知
る
基
本
的
な
参
考
文
献
と
し
て
、
平
河
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
顕
密
典
籍
文
書
集
成
』

が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
六
六
点
を
影
印
化
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
別
巻
に
は
、
影
印
化
さ
れ
た
典

籍
の
解
題
と
、
祥
雲
の
関
係
者
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
、
論
文
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
こ
れ
を
別

巻
と
略
称
し
ま
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
鈴
木
淳
名
誉
教
授
と
、
九
十
年
代
に
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
東
ア
ジ
ア
図
書
館
で
日

本
研
究
司
書
を
務
め
て
い
た
三
木
身
保
子
氏
に
よ
る
『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
所
蔵　

日
本
古
典
籍
目
録
』（
刀
水

書
房　

二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
古
典
籍
の
重
要
性
に
早
く
か
ら
注
目
し
、
調
査
さ
れ
た
大
変
す
ば
ら
し

い
目
録
で
、
今
回
の
調
査
研
究
で
も
こ
の
目
録
を
も
と
に
作
業
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
祥
雲
の
略
歴
を
説
明
し
ま
す
。
祥
雲
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
香
川
県
三
豊
郡
吉
津
村
の
宮
本
伝
蔵
の
三
男
と
し
て
誕

生
し
、
そ
の
西
の
仁
尾
村
に
あ
る
不
動
護
国
寺
覚
城
院
の
栂
尾
本
元
の
徒
弟
と
し
て
入
寺
、
得
度
し
、
二
十
七
年
に
は
本
元
の
養
子
と

し
て
入
籍
し
ま
し
た
。
栂
尾
と
い
う
と
、
明
恵
で
有
名
な
京
都
栂
尾
山
、
高
山
寺
が
あ
り
ま
す
が
、
覚
城
院
先
代
住
職
の
森
諦
円
に
よ

れ
ば
、
こ
の
本
元
が
明
治
時
代
に
仁
和
寺
に
在
職
中
、
高
山
寺
を
兼
務
し
た
こ
と
か
ら
、
本
元
が
こ
の
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

三
十
四
年
に
は
香
川
県
香
川
郡
香
西
町
釈
迦
寺
に
住
職
し
、
以
降
、
周
辺
寺
院
の
住
職
を
歴
任
し
ま
す
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
パ
ー
リ
語
に
於
け
る
密
教
聖
典
並
び
に
秘
密
仏
教
像
研
究
の
為
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
ン
ド
へ
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
十
三
年
に
帰
国
し
、
真
言
宗
高
野
山
大
学
教
授
と
な
り
ま
す
。
終
戦
の
年
に
は
、
高
野
山
大
学
学
長
、

昭
和
二
十
一
年
に
は
高
野
山
密
教
研
究
所
所
長
に
就
任
し
ま
す
。
二
十
二
年
に
は
自
ら
大
学
長
を
退
任
し
、
戦
後
は
一
般
向
け
の
書
籍
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の
執
筆
に
努
め
ま
し
た
。以
上
の
経
歴
は
、祥
雲
の
子
息
、祥
瑞
（
一
九
二
八
〜
一
九
八
八
）
の
作
成
し
た
年
譜
に
主
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

　

発
表
要
旨
に
は
、
祥
雲
が
覚
城
院
の
住
職
を
務
め
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
祥
雲
が
覚
城
院
の
住
職
と
な
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
検

討
を
要
す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
祥
瑞
は
、
祥
雲
が
一
九
〇
一
年
以
降
「
密
蔵
寺
、
不
動
護
国
寺
、
広
厳
寺
、
神
宮
寺
等
の
住
職
と
な

り
た
る
事
あ
る
も
、
歿
時
は
、
釈
迦
寺
及
び
愛
媛
県
周
桑
郡
楠
河
村
神
宮
寺
の
住
職
た
り
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
祥
瑞
は
、
祥
雲
が

不
動
護
国
寺
覚
城
院
の
住
職
を
務
め
た
と
書
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
が
、『
新
修
仁
尾
町
誌
』
を
参
照
す
る
と
、明
治
維
新
の
こ
ろ
以
降
、

覚
城
院
の
住
職
は
仁
純
、
信
元
、
体
仁
、
来
仁
と
あ
り
、
当
時
の
住
職
、
森
諦
円
に
至
り
ま
す
。
体
仁
が
祥
雲
の
師
で
あ
る
栂
尾
本
元
、

来
仁
が
兄
弟
子
の
栂
尾
仲
道
の
法
号
で
す
。平
河
出
版
社
刊
行
の
集
成
の
別
巻
に
収
録
さ
れ
る
「
栂
尾
博
士
の
若
か
り
し
頃
の
思
い
出
」

で
は
、
本
元
以
降
の
覚
城
院
の
歴
代
住
職
を
系
譜
で
示
し
、
祥
雲
を
覚
城
院
五
十
六
世
と
し
て
い
ま
す
が
、『
新
修
仁
尾
町
誌
』
に
よ

る
と
、
祥
雲
は
住
職
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
覚
城
院
の
経
蔵
資
料
を
調
査
し
て
い
る
大
阪
大
学
の
中
山
一
麿
氏
に
よ
る

と
、
覚
城
院
の
記
録
で
も
祥
雲
は
住
職
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
ろ
、
何
を
も
っ
て
住
職
と
す
る

か
微
妙
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
書
類
上
と
実
態
と
、
寺
院
内
で
の
位
置
づ
け
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
今
年
七
月
に
発
表
要
旨
を
提
出
し
た
際
に
は
詳
細
が
不
明
で
、
九
月
に
新
た
に
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

つ
づ
い
て
、
祥
雲
の
旧
蔵
書
全
体
の
な
か
か
ら
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
位
置
を
説
明
し
ま
す
。
祥
雲
の
旧
蔵
書
は
現

在
三
つ
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
子
息
祥
瑞
の
没
後
、
一
九
九
三
年
に
香
川
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
栂

尾
文
庫
」
で
す
。
私
は
未
調
査
で
す
が
、
こ
こ
に
も
祥
雲
の
蔵
書
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
所
蔵
さ
れ
る
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
最
後
の
一
か
所
が
高
野
山
大
学
図
書
館
で
す
。
発
表

資
料
で
引
用
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
松
長
有
慶
・
山
崎
泰
廣
・
上
山
春
平
・
堀
川
和
海
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
高
野
山
の
学
匠
た
ち

―
金
山
穆
韶
・
栂
尾
祥
雲
を
語
る
―
」」（『
密
教
学
研
究
』
三
三
号　

二
〇
〇
一
年
三
月
））
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
祥
雲
は
留
学
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中
に
蒐
集
し
た
洋
書
を
持
ち
帰
り
ま
す
。
そ
れ
を
含
め
た
洋
書
が
、
祥
雲
の
没
後
高
野
山
大
学
に
購
入
さ
れ
ま
す
。
今
年
九
月
に
高
野

山
大
学
図
書
館
で
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
洋
書
の
部
に
他
の
図
書
と
混
在
し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
栂
尾
祥
雲

旧
蔵
書
と
し
て
の
単
独
の
目
録
等
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
同
図
書
館
の
設
立
ま
も
な
く
の
最
も
古
く
か
ら
あ
る
洋
書
で

す
の
で
、
背
表
紙
と
小
口
な
ど
外
見
を
見
た
だ
け
で
も
あ
る
程
度
判
別
可
能
で
す
。
彩
色
さ
れ
た
小
口
や
大
型
本
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

洋
書
全
体
に
含
ま
れ
る
祥
雲
旧
蔵
書
の
悉
皆
調
査
に
は
集
中
的
に
行
っ
て
2
週
間
ほ
ど
か
か
る
か
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
蔵
経
緯
を
説
明
し
ま
す
。
一
九
六
四
年
に
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
中
国
仏
教
、
日
本
仏
教
の
諸

講
座
が
東
洋
学
部
に
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、仏
書
の
充
実
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
蔵
書
形
成
を
主
導
し
た
足
利
演
正
に
よ
る
と
、

サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
仏
教
会
本
部
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
仏
教
各
宗
連
盟
の
賛
同
を
得
て
、
寄
付
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

和
田
敦
彦
『
書
物
の
日
米
関
係　

リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
向
け
て
』（
新
曜
社　

二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
と
、
足
利
は
一
九
五
三
年
に
日

本
に
研
究
休
暇
で
滞
在
し
て
い
ま
す
。
六
二
年
に
祥
瑞
か
ら
、
高
野
山
大
学
が
購
入
し
得
な
か
っ
た
祥
雲
の
和
書
（
写
本
及
び
刊
本
）

を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
和
田
敦
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
足
利
は
こ
の
五
三
年
時
の
滞
在
で
、「
全
集
・
叢
書
類
を

は
じ
め
と
し
た
人
文
系
の
基
本
図
書
や
仏
教
関
係
の
文
献
を
二
〇
〇
〇
冊
以
上
大
学
の
た
め
に
購
入
し
て
い
る
。
一
九
五
五
年
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
中
国
語
、
日
本
語
図
書
が
五
万
冊
規
模
に
急
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
東
ア
ジ
ア
図
書
館
が
、
か
つ
て
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
東
洋
図
書
館
と
い
う
名
称
だ
っ
た
時
代
は
、
図

書
館
内
の
書
庫
に
ま
と
め
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
普
段
は
同
大
学
の
閉
架
書
庫SRLF

に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
書
誌
項
目
にT

oganoo Collection

と
あ
る
古
典
籍
、
書
籍
をSRLF
か
ら
請
求
し
、
移
動
式
書
架
四
台
に
搭
載
さ
れ

る
分
量
で
す
。
古
典
籍
は
紫
色
の
帙
に
、
明
治
以
降
の
洋
装
本
書
籍
は
そ
の
ま
ま
、
或
い
は
大
小
様
々
な
帙
や
箱
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
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い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
が
現
在
の
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
蔵
書
を
祥
雲
の
没
後
十
年
後
に
購
入
し
、
そ
こ
か
ら
十
二
年
後
、
貴
重
資
料
の
影

印
化
が
企
画
さ
れ
ま
す
。
一
九
八
一
年
、『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
顕
密
典
籍
文
書
集
成
』
と
し
て
平
河
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
国
書

総
目
録
、
仏
書
解
説
大
辞
典
の
両
方
、
或
い
は
一
方
に
未
紹
介
の
典
籍
六
十
六
点
が
影
印
化
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
三
年
か
ら
九
七
年
、

数
回
に
渡
っ
て
国
文
研
の
鈴
木
淳
教
授
が
古
典
籍
全
体
を
調
査
し
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
典
籍
も
含
め
、『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
所
蔵　

日
本
古
典
籍
目
録
』（
以
下
、『
加
大
日
本
古
典
籍
目
録
』
と
略
称
）
と
し
て
目
録
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
紹
介
さ
れ
つ
く
し
た
よ
う
に
み
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
録
の
方
針
か
ら
、
洩
れ
た
書

目
や
、
知
り
得
な
い
情
報
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
平
河
出
版
社
の
影
印
集
成
で
は
、
貴
重
な
写
本
の
紹
介
が
目
的
で
あ
り
、
古
典
籍

の
約
半
分
を
占
め
る
刊
本
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
近
代
以
降
の
書
籍
に
つ
い
て
も
書
名
し
か
載
せ

て
い
ま
せ
ん
。『
加
大
日
本
古
典
籍
目
録
』
で
は
書
写
奥
書
に
「
明
治
」
と
あ
る
も
の
は
基
本
的
に
収
録
さ
れ
ず
、
個
々
の
古
典
籍
の

表
紙
に
あ
る
署
名
、
蔵
書
印
な
ど
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
全
貌

は
い
ま
ま
で
知
り
得
な
い
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
文
庫
や
古
典
籍
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
次
的
な
調
査
と
し
て
、
目
録
化
に
よ
っ
て
貴
重
な
典
籍
の
発
掘
が
さ
れ
て

も
な
お
、
歴
史
上
の
人
物
や
組
織
の
書
物
蒐
集
の
研
究
と
い
う
蔵
書
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
す
。　
　

　

中
山
一
麿
氏
は
「
経
蔵
調
査
研
究
の
問
題
点
と
展
望
」（『
仏
教
文
学
』
三
六
・
三
七
号　

二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、「
悉
皆
調
査

そ
の
も
の
が
研
究
目
的
と
な
り
、
成
果
と
な
る
」
調
査
方
法
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
ま
す
。「
一
点
一
点
の
重
要
典
籍
の
発
見
に
主
眼

を
置
い
た
調
査
か
ら
、
あ
る
共
通
項
を
も
っ
た
複
数
の
蔵
書
群
の
構
成
や
意
味
づ
け
を
行
う
研
究
に
力
点
を
移
し
て
み
た
ら
ど
う
か
。」

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
先
ず
調
査
項
目
の
整
備
が
必
要
」
で
あ
り
、「
一
点
一
点
の
典
籍
の
法
量
は
量
る
が
、
表
紙
右
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下
に
あ
る
署
名
は
調
書
に
取
ら
な
い
と
い
っ
た
事
は
長
く
行
わ
れ
て
き
た
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
典
籍
を
蔵
書
群
と
し
て
捉
え
る
な

ら
ば
、
手
沢
・
伝
領
を
示
す
こ
の
署
名
こ
そ
重
要
な
書
誌
項
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
調
査

項
目
の
整
備
は
、
研
究
者
の
滞
在
、
調
査
日
数
に
対
し
て
、
対
象
と
す
る
典
籍
の
多
い
在
外
古
典
籍
の
調
査
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、『
加
大
日
本
古
典
籍
目
録
』
が
省
略
し
て
き
た
、
書
物
の
伝
来
、
利
用
に
関
わ
る
蔵
書
印
、
署
名
な
ど

に
特
に
注
目
し
て
、
今
年
六
月
に
一
一
〇
点
の
古
典
籍
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

発
表
資
料
に
『
加
大
日
本
古
典
籍
目
録
』
の
な
か
の
、『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
經
疏
』
を
目
録
化
し
た
ペ
ー
ジ
か
ら
書
誌
情
報
を
引
用

し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
近
世
初
期
の
高
野
版
（
同
版
は
岡
雅
彦
ほ
か
編
『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
﹇
天
正
一
九
〜
明
暦
四
年
﹈』（
勉

誠
出
版　

二
〇
一
一
年
）
の
六
三
ペ
ー
ジ
に
も
見
え
る
）、
も
う
ひ
と
つ
は
近
世
中
期
刊
行
の
後
印
本
で
す
。
こ
れ
は
『
大
日
経
』
の

古
く
か
ら
あ
る
註
釈
で
、
真
言
宗
の
基
本
経
典
で
あ
る
た
め
、
平
河
出
版
社
の
影
印
集
成
で
は
当
然
、
影
印
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
同
典
籍
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
多
く
の
情
報
を
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
通
し
番
号
一
二
六
四
の
方
は
、
表
紙
右
下
に
「
覺
城
院
」
と
墨
書
さ
れ
、
後
ろ
見
返
し
に
も
「
讃
州
仁
尾
邨
覺
城
院
蔵
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も
う
一
方
の
通
し
番
号
一
二
六
六
の
版
本
の
一
丁
オ
モ
テ
の
右
下
に
は
、
朱
印
を
重
ね
捺
し
し
て
印

文
を
抹
消
し
た
枠
付
朱
方
印
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
時
点
で
所
有
者
が
う
つ
っ
た
と
き
に
、
前
所
蔵
者
の
蔵
書
印
を
わ
か
ら
な
く
し
て
あ

る
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
他
の
古
典
籍
の
蔵
書
印
と
比
較
す
る
と
、
抹
消
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
ど
う
や

ら
「
伊
舎
那
院
」
と
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

覚
城
院
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
祥
雲
の
略
歴
で
紹
介
し
た
、
祥
雲
が
入
寺
し
た
香
川
県
の
寺
院
で
す
。
伊
舎
那
院
と
い
う
の
は
、
同

じ
く
三
豊
市
内
、
覚
城
院
の
南
東
の
財
田
町
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
寺
院
で
す
。
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
合
計
十
一
点
に
覚
城
院
と

い
う
寺
院
名
、
ま
た
山
号
が
署
名
や
蔵
書
印
で
示
し
て
あ
り
ま
す
。
伊
舎
那
院
の
蔵
書
印
を
も
つ
も
の
は
合
計
九
点
あ
り
ま
す
。
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発
表
資
料
に
覚
城
院
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
署
名
、
蔵
書
印
の
あ
る
典
籍
の
一
部
を
ま
と
め
ま
し
た
。

『
摩
訶
瑜
伽
自
在
四
十
手
深
要
決
義
』（
写
）
…
表
紙
に
「
西
讃
岐
仁
保
覚
城
院
／
常
住
」
と
墨
書
。

『
應
理
大
乘
傳
通
要
錄
』（
刊
）
…
裏
表
紙
に
「
西
讃
仁
保
邑
覚
城
院
／
仁
純
理
玄
求
之
」
と
墨
書
。

『
密
藏
要
義
』（
写
）
…
表
紙
に
「
仁
純
所
秘
」、
裏
表
紙
に
「
西
讃
仁
保
覚
城
院
／
常
住
」
と
墨
書
。

『
秘
密
曼
荼
羅
敎
開
演
玄
叙　

敎
相
大
義
』（
写
）
…
表
紙
に
「
西
讃
岐
仁
保
村
覚
城
院
仁
純
理
玄
／
所
有
」
と
墨
書
。

『
法
則
集
』（
刊
）
…
墨
方
印
「
讃
州
／
覺
城
院
／
仁
保
」（
一
丁
オ
モ
テ
右
下
、
最
終
丁
左
下
）。

『
密
林
餘
材
』（
写
）
…
墨
方
印
「
讃
州
／
覺
城
院
／
仁
保
」（
表
紙
右
下
、一
オ
モ
テ
右
下
）。背
に
「
南
月
堂
」「
三
等
」
と
墨
書
。

『
秘
藏
寶
鑰
問
談
鈔
』（
写
）
…
表
紙
右
下
に
「
讃
岐
覺
城
院
」
と
墨
書
。

　

覚
城
院
の
署
名
の
い
く
つ
か
に
は
、
祥
雲
が
弟
子
入
り
し
た
本
元
の
二
代
前
の
住
職
、
仁
純
の
名
前
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
典
籍

は
、
か
つ
て
覚
城
院
に
所
蔵
さ
れ
、
歴
代
の
住
職
な
ど
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
ま
せ
ん

が
、
兄
弟
子
の
仲
道
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
ら
し
い
版
本
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
、
そ
の
伝
来
を
示
す

蔵
書
印
や
署
名
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古

典
籍
に
、
覚
城
院
へ
の
流
入
典
籍
と
同
様
の
書
誌
学
的
情
報
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

中
山
氏
の
二
〇
一
六
年
の
覚
城
院
の
調
査
報
告
（
中
山
一
麿
「
覚
城
院
蔵
書
の
整
理
保
存
と
基
礎
的
研
究
」（『
公
益
財
団
法
人
福
武

財
団
助
成
活
動
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト　

二
〇
一
六
』））
に
よ
れ
ば
、
伊
予
の
実
報
寺
の
旧
蔵
書
が
確
認
で
き
る
と
あ
り
ま
す
。

　

栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
典
籍
の
ひ
と
つ
に
、『
理
趣
会
十
七
段
曼
荼
羅
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
折
本
の
刊
本
で
、
祥
雲
の
主
な
研
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究
対
象
で
あ
っ
た
『
理
趣
経
』
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
曼
荼
羅
図
で
す
。
こ
の
曼
荼
羅
図
に
は
合
計
6
か
所
に
「
実
報
寺
宝
蔵
」
と
い

う
蔵
書
印
が
見
え
ま
す
。

『
理
趣
會
十
七
段
漫
荼
羅
』

外
題
「
理
趣
會
十
七
段
漫
荼
羅
」
と
題
簽
に
墨
書
。（
刊
）
折
本
二
帖
。
題
簽
に
「
栂
尾
蔵
」
の
蔵
書
票
印
を
捺
す
。
本
来
の
表

紙
か
ら
切
り
取
っ
た
と
み
ら
れ
る
、
外
題
を
墨
書
し
た
紙
片
「
理
趣
會
曼
荼
羅
并
／
釋
経
」
が
付
属
す
る
。
表
紙
右
上
に
黄
緑

票
「S37

」。下
に
桃
票
あ
り
。上
巻
（
理
趣
會
曼
荼
羅
）
に
は
合
計
六
箇
所
に
朱
方
印
「
豫
洲
乗
村
郡
／
實
報
寺
宝
藏
」
を
捺
し
、

見
返
し
に
「
聖
帝
山
實
報
寺
／
宥
天
」
と
墨
書
。下
巻
（
写
）（
外
題
「
理
趣
釈
経
」）
は
、見
返
し
に
同
蔵
書
印
を
捺
し
、「
實
報
寺
」

と
墨
書
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
の
中
山
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
覚
城
院
に
は
、
覚
城
院
塔
頭
の
金
光
寺
の
僧
、
行
範
（
ぎ
ょ
う
ば
ん
）
所
伝
の
典
籍

が
相
当
数
流
入
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
、
金
光
寺
の
行
範
の
署
名
、
識
語
を
も
つ
刊
本
が
複

数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

『
貞
観
政
要
格
式
目　

僧
官
』

外
題
「
□
観
政
要
格
式
目
」
と
子
持
ち
枠
刷
り
題
簽
に
墨
書
。（
刊
）
袋
綴
一
冊
。
表
紙
右
上
に
黄
緑
票
「K

63

」、剥
離
跡
二
種
、

「
□
之
箱
」。
表
紙
右
下
に
「
金
光
寺
」、
裏
表
紙
左
下
に
「
遍
照
院
」
と
墨
書
。
見
返
し
左
側
に
「
讃
州
仁
尾
／
明
和
三
丙
戌
九

月
求
之
寶
珠
山
遍
照
院
金
光
寺
／
行
範
」
と
墨
書
。
最
終
丁
左
下
に
「
寶
珠
山
遍
照
院
金
光
寺
行
範
」
と
墨
書
。

　

こ
の
よ
う
に
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
周
辺
寺
院
か
ら
の
流
入
典
籍
を
含
む
覚
城
院
の
経
蔵
の
実
態
の
ひ
な
型
、
つ
ま
り
経
蔵
の

性
質
を
あ
る
程
度
反
映
し
た
も
の
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

覚
城
院
は
真
言
宗
御
室
派
の
寺
院
で
、
流
派
は
異
な
り
ま
す
が
、
善
通
寺
の
典
籍
と
の
つ
な
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
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す
。
そ
れ
が
、『
自
宗
所
依
書
籍
目
録
』
と
い
う
、
明
治
四
十
三
年
に
祥
雲
自
ら
が
書
写
し
た
と
見
ら
れ
る
、
仮
綴
じ
の
表
紙
を
も
つ

小
さ
な
目
録
で
す
。
本
文
は
墨
筆
で
書
か
れ
、
さ
ら
に
各
経
典
、
註
釈
の
著
作
者
の
生
没
年
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
考
証
が
鉛
筆
で
書
き
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
平
河
出
版
社
刊
行
の
集
成
で
は
書
名
の
み
を
目
録
に
掲
載
し
て
、
影
印
化
さ
れ
ず
、『
加
大
日
本
古
典
籍
目
録
』
で
は
未

収
録
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、
国
文
研
に
よ
る
善
通
寺
の
調
査
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
同
じ
目
録
が
確
認

で
き
ま
す
。
善
通
寺
の
一
本
に
は
、
祥
雲
の
目
録
に
み
ら
れ
る
鉛
筆
の
書
き
込
み
は
な
い
た
め
、
や
は
り
こ
の
部
分
は
祥
雲
の
考
証
で

あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
覚
城
院
の
旧
蔵
書
と
、
周
辺
寺
院
か
ら
の
流
入
典
籍
を
含
み
、
祥
雲
の
修
学
、
研
究
活
動

の
足
跡
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

最
後
に
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
近
代
の
資
料
、
書
籍
に
つ
い
て
二
点
紹
介
し
ま
す
。
高
野
山
大
学
学
長
と
し
て
の
祥
雲
を
考
え
る

資
料
と
し
て
、
国
際
仏
教
協
会
か
ら
の
書
簡
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
六
月
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
の
調
査
で
、『
真
言
宗
中
学
』
の
教
科
書

に
は
さ
ん
だ
状
態
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
一
年
に
、
連
合
軍
最
高
司
令
部
情
報
部
の
依
頼
で
、
国
際
仏
教
協
会
が
仏

教
関
係
の
図
書
資
料
の
供
出
を
求
め
て
き
た
も
の
で
す
。
当
時
祥
雲
が
学
長
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
祥
雲
の
も
と
に
こ
の
よ
う
な
書
簡

が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
際
仏
教
協
会
は
、
渡
辺
海
旭
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
を
監
修
し
た
仏
教
学
者
）
の
死

去
を
契
機
と
し
て
一
九
三
三
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
前
期
に
は
西
洋
と
の
学
術
交
流
を
行
い
、
後
期
は
東
南
ア
ジ
ア
の
仏
教
徒
に

対
す
る
民
族
学
的
な
研
究
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
（
大
澤
広
嗣
『
戦
時
下
の
日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』
法
藏
館　

二
〇
一
五
年
）。

　

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
唯
一
プ
ラ
ン
ゲ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
占
領
期
の
出
版
物
検
閲
資
料
）
の
複
製
を
所
蔵
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
と
っ
て
、
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当
該
資
料
は
、
戦
後
史
研
究
の
一
次
資
料
と
し
て
価
値
を
も
つ
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
高
野
山
に
は
、
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
〜
一
九
六
六
）
夫
人
の
ビ
ア
ト
リ
ス
（
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ア
ー
ル
ス
キ
ン
・
レ
ー
ン
・

鈴
木
、
一
八
七
八
〜
一
九
三
九
）
が
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
大
拙
や
ビ
ア
ト
リ
ス
の
著
書
の
署
名
入
り
の
献
呈
本
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
仏
教
徒
の
国
際
交
流
の
足
跡
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、今
後
の
課
題
を
示
し
ま
す
。
ま
ず
、な
ぜ
こ
の
よ
う
に
寺
院
所
蔵
の
典
籍
が
個
人
の
蔵
書
に
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
経
緯
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
覚
城
院
経
蔵
の
全
体
に
お
け
る
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
古
典
籍
の
位
置
の
解
明
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
祥
雲
が
覚
城
院
の
経
蔵
の
な
か
か
ら
こ
れ
ら

の
古
典
籍
を
特
に
身
近
に
置
き
、
自
ら
の
蔵
書
と
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
野
山
大
学
図
書
館
、

香
川
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
祥
雲
旧
蔵
書
の
詳
し
い
調
査
に
よ
っ
て
、
祥
雲
旧
蔵
書
の
全
体
像
を
書
誌
情
報
と
し
て
復
元
す
る
こ

と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
本
研
究
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
近
代
化
、
国
際
化
の
大
き
な
動
き
の
な
か
に
お
け
る
、
祥
雲
の
位
置
を
解
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
討
論
要
旨

　

ダ
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
デ
ィ
エ
氏
は
、
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
は
他
の
宗
派
の
書
物
も
含
ま
れ
て
い
る
か
、
と
質
問
し
た
。
発
表
者
は
天
台
系
の
資
料
も
二
、
三
点
含
ま
れ
て

い
る
が
、
顕
教
に
関
す
る
書
物
は
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と
回
答
し
た
。

　

落
合
博
志
氏
は
、
祥
雲
が
も
と
も
と
寺
院
の
持
ち
物
で
あ
っ
た
書
物
を
、
個
人
の
所
有
物
と
し
て
、
別
の
場
所
に
移
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
か
、
と
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
、
と
回
答
し
た
。
落
合
氏
は
ま
た
、
近
世
以
前
に
お
い
て
僧
侶
の
寺
院
間

の
移
動
に
伴
っ
て
蔵
書
の
一
部
が
動
い
た
と
い
う
例
が
別
の
寺
院
の
蔵
書
を
調
査
し
た
際
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
書
物
の
移
動
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
。
落
合
氏
の
発
言
を
受
け
て
、
司
会
の
海
野
圭
介
氏
は
、
寺
院
内
部
の
ど
の
組
織
が
所
蔵
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
書
物
の
扱
い
が
変
わ
る
、
と
い
う

現
代
の
僧
侶
の
話
が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
。
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